
 

 

 

 

 

 

 

 

 

PG11 (自立支援)協議会を活用した 

地域課題の解決に向けた取組 

 

 

 

 

 

 実践研修標準カリキュラムの講義科目について、その講義例を例示する。 
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                      和洋女子大学家政学部家政福祉学科 

                      准教授 髙木 憲司 



令和２年度サビ児管指導者養成研修 演習をふくむプログラムの視聴ポイント 

 

 

PG11 (自立支援)協議会を活用した地域課題の解決に向けた取組(講義) 

 

 

【１】概要（標準カリキュラム） 

 ○ 科目名： （自立支援）協議会を活用した地域課題の解決に向けた取り組み 

 ○ 方 法： 講義 

 ○ 時 間： ５０分 

 ○ 内容・目的 

  ・（自立支援）協議会の意義、目的、活動内容等について講義を通じて理解する。 

 

 

【２】都道府県研修での実施手順例と本研修映像の関係 

 
 

【都道府県で実施する際の流れ】     【本研修映像では】 

 〔１〕 講義５０分            〔１〕講義４５分 

                           ※映像の時間は概ねの時間で記載 

 〔１〕講義【５０分】 

・サビ児管の業務を通して見出される事業所利用者の地域課題を解決するための（自立支援）

協議会の活用について、実践事例を通して講義を行う 

  ・演習の実施に向けた導入の講義である＊注）。 ※演習との連動性を意識して講義する。 

  ・以下の３点をおさえた実践報告を含む内容とする。 

     １）地域課題の対応と自立支援協議会への参加 

   ※映像では、取り扱う内容はそのままに、時間を 5分短縮して講義例を示している。 

  ・講義については、映像教材化する方法もある。 

  ・講義を聞きながら演習ワークシートを記入することも可。 

 

    ＊注）演習は PG12で行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【４】演習ワークシート例 

 

 

 

事業所利用者の地域課題への対応（自立支援協議
会への報告・参加等）

できている（理由↓） □

できていない （理由↓） □

今後の対応




















